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パキスタンにおける言語連動年表

萬宮健策＊

本表は、パキスタン国内の各民族の言語を核とした運動を主要言語別にまとめた

ものである。 1パキスタンは、 1947年8月14日にイギリスから分離独立した、ムスリ

ムが多数を占める国家である。そこには全人口の約6割を占めるパンジャービー

民族をはじめとする、多数の民族が居住し、多数の言語が話されている。

以下に触れる国語ウルドゥーや、パンジャープ州を中心とした地域で話されるパ

ンジャービー語、パンジャーブ州南部を中心とするサラーエキー語、スインド州を

中心とするスインディー語は、インド・ヨーロッパ語族の中でもインド・アーリヤ

諸語に数えられる。また、北西辺境州からアフガニスタンにまたがって話されるパ

シュトー語や、バローチスターン州を中心とするバローチー語はイラン語派に属す

る。北方地域(FederallyAdministered Northern Areas: FANA)に目を向けると、スカ

ルドゥを中心とした地域のバルティ語は、最西端に位置するチベット語方言であ

り、フンザを中心とした地域で話されるブルーシャスキー語は系統不明語の 1つに

含まれる。

このような多数・多種の言語を抱える状況の中、独立後、パキスタン政府は、国内

のどの地域にも属さないウルドゥー語を国語(NationalLanguage)と規定し、国民へ

の浸透を図り、「パキスタン国民」というアイデンテイティ形成を目指して利用しよ

うとした。現行の1973年憲法では、第251条において、パキスタンの国語をウル

ドゥー語、英語を暫定的な公用語(OfficialLanguage)と規定している。同条には、憲

法発布から15年以内に公用語もウルドゥー語に切り替えると明文化されているが、

＊ （財）世界経済調査会 主任研究員
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期限である1988年を過ぎた現在でも政府内の公文書などに英語が多用されるなど、

中央政府の無策もあり、また植民地時代より続いてきた英語教育が国民の問に浸透

しており、ウルドゥー語の公用語化は、進んでいるとは言えない。

一方、 4州のうちスインド州をのぞく 3州は、州の公用語(ProvincialLanguages)を

ウルドゥー語と規定し、スインド州はウルドゥー語とスインディー語を州の公用語

と規定している。 パキスタンでは、人口の上で優勢だったパンジャーブ州のパン

ジャービー民族や、インドから移住してきたムハージル2が中央政府や軍部での要

職を占めたことから、それ以外のスインディー、パシュトゥーンらの民族は、それぞ

れの母語とは異なる言語の押しつけへの反発という形で、中央政府に対し権力委譲

を要求し始めた。

言語の相違のみを、各地における民族運動の契機と指摘することはできないが、

分離独立以降のパキスタンにおいて、母語とは異なる言語を国語として強要された

ことが、各地で見られた中央政府への抵抗の一因となったことは指摘できよう。本

稿で紹介する年表にも明らかなように、 1960年代に各地で活発化した言語運動は、

パキスタン国内における各民族運動と連動しており、各言語が民族を象徴する役割

を果たしていた。 1957年に各地の民族政党が「民族大衆党(NationalAwami Party of 

Pakistan : NAP)という政党連合を結成し、中央政府への対抗姿勢を示した [Amin

1988; 89]ことに代表されるとおり、各地での運動は互いに影響しあい、協力する関

係にもあった。民族大衆党は、言語別の州再編方針をはじめとして、言語運動を核

とした政策を提案し、その実行を中央政府に要求した。同党の活動は、1975年にブッ

トー首相が率いるパキスタン人民党員である北西辺境州政府閣僚を暗殺したため

に、政府が活動禁止処分を打ち出さなければならなかったほど激しいものとなっ

た。［加賀谷•浜口 1977]が指摘するように、「民族大衆党の掲げた複数の民族体

で構成されるパキスタン国民は『色と香織の異なる花でつくられた花束』であると

いう民族理論は、ムスリムを単一民族とするバキスタン・イデオロギーに反し、パ

キスタン解体論につながる危険思想」なのであった。このような民族大衆党の活動

の一翼を担った言語運動は、バキスタンにおける民族運動において重要な位置をし

めていた。

このような言語運動の例は、スインド州においても、スインディーとムハージル
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の対立という構造でも展開された。ウルドゥー語を母語とするムハージルがスイ

ンド州の都市部（特にカラーチー）に流入したことにより民族としての危機意識が

芽生えたスインド州では、 1971年の言語紛争(linguisticconflict or lisiini fasiidiit)に代

表されるとおり、中央政府に対する激しい抵抗運動が起きた。その背景には、パキ

スタン政府が、財産を現インド側に残してきたムハージルに対し、インドヘ移住し

たヒンドゥー教徒が残した土地などを優先して分配する優遇政策をとったことが

あった。この政策により、スインディーはウルドゥー語を母語とするムハージルを

「自分たちの土地への侵入者」と認識するようになったのである。これが、前記「言

語紛争」に代表されるとおり、スインディー語話者による自治権拡大要求運動とし

て発展していった。 1990年代初頭には、その緊張関係が頂点に達した。 1992年には

軍部による治安維持作戦(OperationClean-up)が実施されるほどに激化した。その

後この運動は、その旗手でもあった G.M．サイイドの死去(1995)と前後して低調と

なり、現在は、スインド州の内陸部を中心に活動している民族政党がその中心的役

割を果たしている。運動が停滞したとはいえ、中央政府に対する激しい抵抗によっ

て、スィンディー語を州の公用語の 1つと規定したことはスィンディー民族による

運動の大きな成果といえるも

本年表は、英領インド期からの、現代のパキスタンに相当する領域を中心とした

地域における言語運動を、言語別にまとめたものである。 2つ以上の言語に関わる

場合は、その言語にまたがる形をとった。本年表によって、言語運動がパキスタン

における民族運動の象徴的な意味合いが明らかになり、言語史・政治史を理解する

上での一助となることを願うものである。

注

1 本表は、黒崎卓・子島進・山根聡編『現代パキスタン分析一民族・国民・国家一』（岩波書

店、2004年）所収の「言語運動年表」（表3-2 : pp.108-119)に加筆したものである。

2 ムハージルmuhajir 「移住した者」を指すが、ここでは特にパキスタン独立時にインド側

からパキスタン領に移住した人々とその子孫を指す。（大塚和夫他編『岩波イスラーム辞

典』）

3 パキスタンおよびインドのスインディー民族は、若年層のスインディー語・文化離れと

いう困難な問題を抱えている。また、「地域語」という範疇を出ることのないスインディー
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語が、この先、その範疇を超えた地位を得ることを望んでいるわけではなく、英語やウル

ドゥー語、ヒンディー語の重要性が高まりつつある現状を、彼らは理解している。

しかし筆者には、そのような状況を冷静に理解した上で、スインディー語が有する歴史

的・文化的・文学的資産を保護し、発展させていこうとするスインディー民族の強固な

アイデンテイティは今もなお失われていないように映る。宗教の差異が争いの原因とな

りがちな南アジアにおいて、「スィンディー語を理解すること」をアイデンテイティの中

心においているスインディー民族は、近年のインターネットの普及も手伝って、頻繁に交

流を行っている。そして、それまで関心を持つことが少なかった、特にアメリカやイギリ

スといった第三国に居住する若年層も、スインディー語、スインディー文化への関心を持

ち始めていると言える。インターネットを用いて、近隣に居住するスインディーを探し、

スインディー語講座への参加者を呼びかける、という具体的な行動がそれを物語ってい

る。異なる文字を用いているが、言語としては同一であり、スインディー語を理解し、スイ

ンディー文化を有していることは、彼らのよりどころの 1つであると考えられるのであ

り、このような意識が言語運動・民族運動を支えるものと理解する。
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る
と
ch
an
結
成
。

19
33
 

批
判
し
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
こ
ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
で
第
2
回
全

|
 

そ
が
ム
ス
リ
ム
に
教
え
ら
れ
パ
ロ
ー
チ
会
議
開
催
。

I る
ぺ
き
で
あ
る
と
主
'
；

l~i
。

I
 

Ka
i 
at 
Na
ti
on
al
 P
ar
ty
結
成
。

ク
エ
ッ
タ
で
地
ば
ふ

19
35
 

I
 
8
/
1
2
「I
祈
イ
ン
ド
統
治
法
成
立
。
北
西
辺
投

州
、
ス
ィ
ン
ド
州
が
涎
'L
。



全
イ
ン
ド
進
歩
上
義
作
ス
ィ
ン
ド
地
方
が
ポ
ン

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
王

家
同
盟
結
成
(
~
ペ
イ
管
区
か
ら
分
離
。

令
に
よ
り`
バ
シ
ュ
ト
ー

19
53
)
。

語
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

全
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
連

の
国
語
と
な
る
。

盟
(A
ll
In
di
a 
M
u
s
l
i
m
 

Le
ag
ue
)
中
央
選
半
対

1
9
3
6
 
策
本
部
が
選
挙
綱
領

を
発
表
し
、
言
語
の
項

目
と
し
て
1ウ
ル
ド
ゥ
ー

語
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
文
字

を
保
護
し
普
及
さ
せ

る
」
と
い
う
一
文
が
含
ま

れ
た
．

全
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
連

ラ
ク
ナ
ウ
ー
決
滋
（
ウ
2
月
5
日
：
T
h
e
Ka
la
l 
ミ
ヤ
ー
ン
・
ジ
ャ
ー
フ
ァ

マ
ド
ラ
ス
州
で
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
導
入
に
反
対
す
る
運
動
が
暴
動
化
．

盟
ラ
ク
ナ
ウ
ー
会
議

ル
ド
ゥ
ー
語
の
項
参
St
at
e 
Na
ti
on
al
 
Pa
rt
y 
ル
・
ハ
ー
ン
北
西
辺
境

で
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
全

照
）
に
対
し
、
ベ
ン
ガ
が
ス
ィ
ッ
ビ
ー
で
結
成
。
州
教
育
相
が
、
「
北
西

イ
ン
ド
の
共
通
語
と
す

ル
州
代
表
が
反
対
。

辺
境
州
内
の
小
学
校

1
9
3
7
 
る
こ
と
を
推
奨
す
る
と
し

(P
ri
ma
ry
 S
ch
oo
ls
)
で

た
決
議
を
採
択
。

は
パ
シ
ュ
ト
ー
語
を
教

育
言
語
と
す
る
こ
と
を

推
郎
す
る
」
と
の
方
針

を
発
表
．

|130
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「
建
国
詩
人
」
ア
ッ
ラ
ー

北
西
辺
撓
州
政
府
が
、

マ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ク

基
礎
教
育
段
階
に
お

19
38
 
パ
ー
ル
没
(
1
8
7
7
-
)

い
て
バ
シ
ュ
ト
ー
語
を

教
育
言
語
に
。
実
際

に
は
、
州
内
バ
シ
ュ
ト
ー

語
地
域
の
み
で
実
施
。

7
月
2
0
日：
T
h
e
Ka
la
t 

19
39
 

St
al
e 
Na
ti
on
al
 
P
a
n
y
 

が
カ
ラ
ー
ト
政
府
か
ら

違
法
と
宜
告
さ
れ
る
。

1
9
4
0
 

3
月
23
日
：
ム
ス
リ
ム
辿
盟
が
「
ラ
ー
ホ
ー
ル
決
議
1
採
択

19
41
 

ジ
ャ
マ
ー
ア
テ
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
、
ラ
ー
ホ
ー
ル
で
創
設
。

カ
ラ
ー
チ
ー
で
英
字
日
刊
紙
D
A
W
N
創
刊
．

19
42
 

9
月
19
日
：
イ
ン
ド
共
産
党
が
、
多
民
族
統
一
決
滋
を
行
う
．

ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
語
を

束
ペ
ン
ガ
ル
の
公
用

語
と
す
べ
く
、
Ea
st

19
44
 

Pa
ki
st
an
 
Re
na
is
-

sa
nc
e 
So
ci
et
y 
of
 

Ca
lc
ut
ta
設
立
。



主
要
民
族
に
よ
る
言
語
運
動
に
関
す
る
年
表
（
イ
ン
ド
・
バ
キ
ス
タ
ン
分
離
独
立
後
）

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
サ
ラ
ー
エ
バ
ン
ジ
ャ
ー
ベ
ン
ガ
ー
リ
ー
語

バ
ロ
ー
チ
ー
語

パ
シ
ュ
プ
ラ
ー

そ
の
ほ
り
の
重
要
事
項

キ
ー
語

ピ
ー
語

ト
ー
語
フ
ィ
ー
語

7
月
．
ズ
ィ
ヤ
ー
ウ
；
；
デ
ィ
ー

7
月
：
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
語
の
バ
ロ
ー
チ
ー
語
運
動
の
活

8
月
14
日
：
バ
キ
ス
タ
ン
独
立

ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
リ
ー
ガ

言
語
学
者
シ
ャ
ー
ヒ
ド
ゥ
ッ
動
拠
点
が
カ
ラ
ー
チ
ー
に
．

10
月
2
6
日
：
カ
シ
ミ
ー
ル
の
藩
王
が
、
イ
ン
ド

ル
・
ム
ス
リ
ム
大
学
学
艮

ラ
ー
が
、
ア
リ
ー
ガ
ル
・
ム
T
h
e
 L
y
a
n
 A
da
b,
 B
oa
rd
, 

連
邦
へ
の
参
加
を
表
明
。

が
、
バ
キ
ス
タ
ン
で
の
教
育

ス
リ
ム
大
学
学
長
の
宣
言
T
h
e
 B
ao
ch
i 
A
c
a
d
e
m
y
,
 

言
語
を
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
と
す

（
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
項
参
T
h
e
 F
az
il
 
A
c
a
d
e
m
y
な

る
こ
と
を
宜
言
。

照
）
に
反
発
．

ど
が
相
次
い
で
カ
ラ
ー

II
月
2
7
日
～
12
月
1

9
月
：
束
バ
キ
ス
タ
ン
の
肖
チ
ー
市
内
に
設
立
さ
れ
る
。

H
 
カ
ラ
ー
チ
ー
で
1全
バ

年
グ
ル
ー
プ
が
、
民
主
付
8
月
12
日
：
カ
ラ
ー
ト
の

1
9
4
7
 
キ
ス
タ
ン
教
育
会
議
：
1｝り

年
連
盟
を
糾
織
。
法
廷
と
藩
王
ア
フ
マ
ド
・
ヤ
ー
ル
・

催
さ
れ
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の

教
育
の
場
で
は
ペ
ン
ガ
ー
ハ
ー
ン
が
パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー

国
語
化
に
つ
い
て
論
泣

リ
ー
語
を
使
用
す
る
こ
と
を
ン
の
独
立
を
宣
言
。

要
求
。

12
月
14
日
：
バ
ロ
ー
チ

I
O
月
：
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
語
ス
タ
ー
ン
議
会
が
パ
ロ
ー

公
用
語
化
閾
1t
委
員
会
チ
ー
語
を
公
用
語
に
す
る

が
組
織
さ
れ
る
。

こ
と
を
推
此

-131| 

2
月
・fIir）
憲
議
会
で
リ
ヤ
ー
5
月
8
H
カ
ラ
ー
チ
ー
で

3
月
15
日
：
全
党
派
合

カ
ト
・
ア
リ
ー
・
ハ
ー
ン
酋
A
w
a
m
i
 T
a
n
z
e
e
m
結
成
。

同
の
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
語
公

相
が
バ
キ
ス
タ
ン
の
国
語
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
、
パ
シ
ュ

用
語
化
闘
争
委
員
会
が

は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
以
外
あ
り
ト
ゥ
ー
ン
、
パ
ロ
ー
チ
ー
民

組
織
さ
れ
、
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー

得
な
い
と
主
張
。

族
が
団
結
し
て
自
治
権
拡

語
を
束
バ
キ
ス
タ
ン
の
公

31
1 
21
 
fl 
ム
ハ
ン
マ
ド
・
大
を
要
求
。

用
語
と
す
べ
く
、
州
政
府
に

ア
リ
ー
・
ジ
ン
ナ
ー
が
、
ダ
ッ

要
求
し
、
ハ
ー
ジ
ャ
・
ナ
ー

カ
で
1・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
こ
そ

ズ
ィ
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
州
首
相

バ
キ
ス
タ
ン
唯
—

fの
公
）

1l
が、
4
月
第
1週
か
ら
バ
キ
ス

拍
で
あ
る
べ
き
Jと
発
ぼ
。

タ
ン
議
会
、
中
央
政
府
の

3
月
2
8
| 」
ラ
ー
ホ
ー
ル

公
務
員
試
験
な
ど
で
ペ
ン

で
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
第
1 回

ガ
ー
リ
ー
語
に
ウ
ル
ド
ゥ
ー

ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
会
議
開
催
。

語
と
同
じ
地
位
を
与
え
る

1
9
4
8
 
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
教
育
言

よ
う
運
動
を
開
始
す
る
な

語
と
し
、
4
年
以
内
に
現
在

ど
8
項
目
の
要
求
掛
に
署

の
共
語
が
符
て
い
る
地
位

名。
を
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
に
与
え

3
月
19
日
：
パ
キ
ス
タ
ン

る
、
そ
し
て
10
年
級
ま
で

総
督
ジ
ン
ナ
ー
が
ダ
ッ
カ

は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
必
條

を
訪
問
。

科
目
に
し
、
條
士
課
程
で

3
月
21
日
：
ジ
ン
ナ
ー
総

は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
必
修

督
が
ダ
ッ
カ
市
内
で
、
バ
キ

科
目
に
設
定
し
、
さ
ら
に
ウ

ス
タ
ン
の
国
語
は
ウ
ル

ル
ド
ゥ
ー
語
の
活
字
1開
発

ド
ゥ
ー
語
以
外
に
あ
り
得
な

を
行
う
と
い
う
提
案
が
な
さ

い
と
の
演
説
を
行
い
、
そ
れ

れ
る
。

を
聞
い
た
民
衆
が
猛
反

発．



I
 

I-32
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19
49
 

i
 

9J
 I
 28
 
IJ
.,
1J
1J
祖
滋
会

カ
ラ
ー
チ
ー
か
ら
雑
誌
1

基
本
原
則
委
は
会
が
JI’

Pa
nj
na
d 
(Ji
jf<
J. 

I::J
報
告
捉
：
」
J.
Iバ
キ
ス

19
50
 
タ
ン
の
因
品
は
ウ
ル
ド
ウ
ー

品
で
あ
る
Iと
Iリ
l,i
d。

カ
ラ
ー
チ
ー
Iti
内
に
、
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
を
教
村
媒
体
話

'(
・)
月
15
|
」
：
文
化
＇ヽ
'
,
3
月
27
ii 
:
カ
ラ
ー
ト
：
バ
キ
ス
タ
ン
政
Ii
'，1
が
湘
l
!
 

：匁
l，
滋
人
の
グ
ル
ー
フ
が
1
の
ハ
ー
ン
が
、
バ
ロ
ー
チ
iの
が
UJ
IJ
活
動
加
）
:
i
 

’
'
ぷ
ヒ
協
会
，
を
結
i戎
(9
iス
タ
ー
ン
の
バ
キ
ス
タ
ン
i
処
分
。
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ
ッ
I
 

l) 
1!
 |
 
1
）し
、，
t
，』！
t1:i
l
如
を
1へ
の
併
合
を
＇
直
ふ
！
フ
ァ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
が
人
1

：
恥
）
1：
げ
た
小
1111
子・
i
 
/
 i
 
1
 6
月
：
バ
キ
ス
タ
ン
政
府
i民
党
(P
eo
pl
es
'P
ar
ty
)
!
 

ドゥ
ー，
；／
iか
，
を
1t
行
し
、
し
て
活
動
禁
JI.
を
'u.. 

I
 

以
卜
90
)と
お
り
1址
案
。
言。

（
！
）
束
パ
キ
ス
タ
ン
の
教
7
月
パ
キ
ス
タ
ン
政
府

行
・
法
廷
・
公
的
機
関
が
ア
プ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ッ

で
は
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
，
9位
を
フ
ァ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
弁
的
9

公
JIl
,i!
i
と
す
る
。

る
1神
の
が
J:l
-tJ
1
を
追

(2
)
中
央
政
府
に
お
け
る
法
と
直
：
告
。

使
JII
，
語
を
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

と
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
語
の
2

言
';{i
と
す
る
。

(3
)
会
議
は
第
3
言
語
な

い
し
国
際
甜
で
行
う
。

(4
)
行
政
、
科
学
研
究
分

野
で
は
使
」
i:
ヒ
英
語
と

ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
ili
を
併
）
II

し
、
そ
の
間
に
ペ
ン
ガ
ー

リ
ー
語
の
改
革
を
尖
施
す

る。 12
 
H
:
フ
ォ
ズ
ル
ル
・
ラ

フ
マ
ン
中
央
政
府
教
育

中IJ
が
、
全
パ
キ
ス
タ
ン
教

育
大
会
（
カ
ラ
ー
チ
ー
）

で
、
ベ
ン
ガ
ー
リ
ー
;1/f
を
ア

ラ
ビ
ア
文
字
で
表
，
；
か
す
る

こ
と
を
示
唆
c

31
19
1]
．
束
バ
キ
ス
タ
ン

Ol
si
 A
da
bi
 J
ir
ga
設
立

に
ペ
ン
ガ
ー
リ
—

,i
{t

ij
i/

~t
委
具
会
設
淫
。
ペ
ン
ガ
ー

リ
ー
，i
仕
の
ア
ラ
ピ
ア
文
字

表
記
化
に
つ
い
て
当
1fii

I
 

必
要
な
し
と
の
結
論
。

9
月
28
13 
制
滋
議
会

）1
本
1）l
ill
lj
委
且
会
が
中

間
報
告
で
、
ペ
ン
ガ
ー

リー
，
i＃
公
川
語
化
要
求
I

を
完
全
無
視
。
こ
れ
を
受

け
、
民
主
辿
合
行
動
委

員
会
が
允
足
し
、
独
l]
の

1
 3
月
：
第
次
印
ハ
戦
’r9

i
 
9)
1 
：
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
・
ジ
ン
ナ
ー
没
！
 

j
 9!
/ 
18
 
JI
:
ハ
イ
ダ
ラ
ー
パ
ー
ド
湖
l：
国
が
イ
！

iン
ド
に
併
合
。

1
 

6
月
2
日
・
ィ
ン
ド
で
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
祖
報
制

度
達
入
、



と
す
る
ウ
ル
ド
ゥ
ー
・

カ
レ
ッ
ジ
l')rJヽ
'1:.

!
 

憲
法
草
案
作
成
開
始
。
I
 

12
月
7
日
：
束
ペ
ン
ガ
ル
州

政
府
が
国
n局
を
設
附
し
、

ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
，
；
／
iの
イ
ス
ラ
ー

ム
化
を
開
始
。

1
 
i
 

1
9
s
1
 
1
 

| 1 3 3 -
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s チ ー h a c
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C a 爪 ヵ ャ

e D i  

u a g g 日

E d m  
0 咄． g m e

c h が 刊 川 e r

o y 月 O v b a

頷 り M Z a

a l e t  

B . c l  

,  ． ． ． ．  ,  

年 脊 と ル ラ 対 品 を 終 一 小 溝 一 ぶ

" 1 1 教 1 ゥ ア 反 J I I 褐 最 ガ リ の 5 学 ．

て ヒ こ 公 し " - る ン ク ン い て ぷ

1 i

よ ペ ス タ ） ぃ 五

ン の

ふ m を

虚 轟 に ス ゥ

詞 仁 援 局 叫 如 汗 め ＂ 件

タ 族 詞 麟

ス 民
キ ー の i .
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盟 そ よ 一 へ 要 明 月 ， ＇ 一 、 地 を と

、 化 表月 ） ウ ァ

3 連 は の ド ビ し 8 報 l J 化 を 拍 こ

,  

•
•
•
 

一 刊 一

ジ 月 ヤ

。

マ が ジ
ン 刊
バ Q l j

恥 ウ
ゥ ー
ド サ f l

プ
ア ド 誌 ビ

10
 
JI 
:
リ
ヤ
ー
カ
ト
・
ア
リ
ー
・
ハ
ー
ン
首

相
II
行
殺

1
9
5
2
 

1
9
5
3
 

!
 G
M
サ
イ
イ
ド
が
ス
ィ
ン
ド
I
ム
）
レ
タ
ー
ン
で
必
I

l民
族
戦
線
(S
in
dh
i法
，
り
を
出
版
l
 

A
w
a
m
i
 M
a
h
a
z
)
結
成
I
 

I
 

Si
nd
h 
A
w
a
m
i
 J
a
m
a
a
t
、
I

i
 

Si
nd
 
Ji
nn
ah
 
A
w
a
m
i
 I
 

i
 

L
e
a
g
u
e
、
Da
st
oo
r
Pa
r-

I
 

ty
、
Si
nd
Ha
ri
 C
o
m
m
i
t
-

te
e
が
参
IJII
。

P
u
n」
ab
I
L
e
a
g
u
e
お
1
2
月
2I
n
 ：
ダ
ッ
カ
人
ク
の

！
よ
び
Pu
nj
ab
i
Cu
l
ー
学
生
が
メ
デ
f
カ
ル
・
カ
レ
ッ

i
 
tu
ra
l 
So
ci
et
y 
()I
I 
ジ
構
内
に
集
鈷
し
、
官
俎
と
も

1
、i'と。

み
合
い
啓
行
の
発
砲
に
よ
り
l

|'和
1:4
人
が
死
亡
。
|
 

I
 

I
 

I
 

!
 

i
 

I
束
ペ
ン
ガ
ル
州
の
反
ム
ス
リ

Iム
辿
盟
政
党
が
統
一
戦
線

I
 

I
 

（じ
ni
te
d
Fr
on
t)
を
粘
成
し

21
項！
］
0
）
牲
求
／
足
出
．

I
 
I
 

I
 

・
 

|
 

I
 

|
 

!
 

i
 

I
 
10
月
1|
l
：
イ
ン
ド
で
、
初
の
ふ
ih
州
と
な
I

る
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
設
骰
。

I
 

I
 



5
月
7
日
：
パ
キ
ス
タ
G
M
サ
イ
イ
ド
が
、

サ
ル
ダ
ー
ル
・
イ
ク
5
月
7
日
：
パ
キ
ス
タ
ン

ア
プ
ド
ウ
ッ
サ
マ
ド
・

,.
四•

eW
血
n
（グ
II
 

6
月
96
(9 
バ
キ
ス
タ
9
が
パ
ロ
→
ス

ン
制
滋
議
会
が
ウ
ル
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
文

パ
ー
ル
・
デ
ィ
ロ
ン
に
制
憑
議
会
が
ウ
ル

ア
チ
ャ
ク
ザ
イ
ー
が
ラ
ー
ム
・
ム
ハ
ン
マ
タ
ー
ン
辿
合
州
(B
al
oc
hi
st
an
St
at
es
 U
n
-

1
9
5
4
 
ド
ゥ
ー
話
お
よ
び
ペ
ン
学
協
会
総
裁
に
就

よ
り
Pu
nj
ab
,
M
o
r
c
h
a
 
ド
ゥ
ー
品
お
よ
び
ペ
ン

パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
ド
・
シ
ャ
ー
ワ
ー
ニ
ー
io
n)
併
合
を
決
迅

ガ
ー
リ
ー
，i和
を
1i
l,
i!
i
任。

削
改

ガ
ー
リ
ー
語
を
国
語
と

の
バ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
政
が
19
53
年
創
刊
）
に

と
し
て
承
認
．

し
て
承
認
'
°
i
 

治
団
体
W
r
o
r
e
Pa
-
ブ
ラ
ー
フ
ィ
ー
文
学
を

kh
to
on
を
結
成
。
掲
載
。

作
家
サ
ア
ー
ダ
ト
・

T
h
e
 B
en
ga
li
 
Ac
ad
-
I
 

1
1
月
1
日
：
ア
フ
マ
ド
・
ア
バ
ー
シ
ー
ン
芸
術

'
O
N
E
 U
N
I
T
構
想
実
施

ハ
サ
ン
・
マ
ン
ト
ー
没

e
m
y
設
立
。

ヤ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
が
パ
1
会
滋
(A
ba
si
n
Ar
ts
 

(
1
9
1
2
-
)
 

I
 

ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
の
「
ワ
Co
un
ci
l)
設
立

ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
Iへ
の
/)f

19
55
 

合
を
認
め
る
署
名
。

7
月
14
日
：
Pr
in
ce

A
b
d
u
l
 
K
a
r
i
m
が

U
s
t
o
m
a
n
G
u
l
創
設
。

7
月
．
正
甚
法
の
統
一

に
向
け
た
試
み
開
始
．

湛
法
で
ペ
ン
ガ
ー

3
月
9
日
：
パ
ン
ジ
ャ
ー
憑
法
で
ペ
ン
ガ
ー
リ
ー
ア
ー
ザ
ー
ト
・
ジ
ャ
マ

3
月
23
日
19
56
年
恵
法
允
布
。
lイ
ス

リ
ー
語
と
ウ
ル
ド
ゥ
ー

ピ
ー
会
議
l開
催
（
ラ
イ
語
と
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
ル
デ
ィ
ー
ニ
が
Ba
lo
-

ラ
ー
ム
共
和
国
Jに
。

1
9
5
6
 
品
を
国
語
(S
ta
te

ヤ
ル
プ
ル
）
。
初
等
教
国
語
(S
ta
te
La
ng
u-
ch
i
創
刊
（
月
刊

II
月
1
日
：
イ
ン
ド
で
言
語
別
州
再
編
成

La
ng
ua
ge
s)
と
規

育
段
階
で
の
教
育
言
ag
es
)と
規
定
．

紙
）
→
19
58
年
廃
刊

法
施
行
。

定．
語
と
し
て
バ
ン
ジ
ャ
ー
I

|13
4-

ピ
ー
甜
を
要
求
。

民
族
大
衆
党
(N
a-

民
族
大
衆
党
(N
at
io
na
l
A
w
a
m
i
 P
ar
ty
)
結
成
。
ス
ィ
ン
ド
、
パ
ロ
ー
チ
ス
91
1 
・
雑
誌
M
u
h
a
-

ti
on
al
 
A
w
a
m
i
 P
ar
-

タ
ー
ン
、
北
西
辺
境
｀
束
ペ
ン
ガ
ル
の
地
域
政
党
の
連
合
。

li
m
に
iE
掛
法
が
発

ty
)
結
成
。
ス
ィ
ン
ド`

表
さ
れ
る
。

1
9
5
7
 

パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
、

ラ
ジ
オ
・
バ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
焼
、
束
ペ
ン

で
プ
ラ
ー
フ
ィ
ー
語

ガ
ル
の
地
域
政
党
の

放
送
開
始
。

連
合
。

IO
月
6
日
カ
ラ
ー
ト

1
0
月
：
ア
イ
ユ
ー
プ
・
ハ
ー
ン
陸
韮
総
司

の
藩
王
ア
フ
マ
ド
・

令
官
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
。
憲
法
を
廃
棄
．

ヤ
ー
ル
・
ハ
ー
ン
逮

12
月
31
日
：
ア
イ
ユ
ー
プ
・
ハ
ー
ン
が
、

19
58
 

捕．
識
字
率
向
上
を
目
的
と
し
て
、
バ
キ
ス
タ
ン

パ
ロ
ー
チ
ー
協
会
創

の
全
て
の
言
語
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
す
る
と

始
に
向
け
た
活
動
開

い
う
案
を
内
閣
に
提
案
す
る
も
、
仔
成
を
得

始。
ら
れ
ず
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
教
育

シ
ャ
フ
カ
ト
・
タ
ン

ク
エ
ッ
タ
に
Ba
lo
ch
i

II
月
1
B
:
 Br
ah
ui
 

委
員
会
が
、
「
19
63

ヴ
ィ
ー
ル
・
ミ
ー
ル

A
c
a
d
e
m
y
設
立
。

Ad
ab
i 
B
o
a
r
d
設

年
以
降
は
6
年
生
以

ザ
ー
が
バ
ン
ジ
ャ
ー

立。
上
の
学
年
で
教
育

ピ
ー
集
会
(P
un
ja
bi

言
語
と
し
て
ウ
ル

Ma
jh
s)
（
文
学
括
動

1
9
5
9
 

ド
ゥ
ー
ii}
を
用
い
る
。

機
関
）
を
政
党

西
バ
キ
ス
タ
ン
の
ス
ィ

化
—
•1
96
2
年
に
活
動

ン
ド
地
方
に
お
い
て
も

禁
止

同
様
の
措
府
を
執
る

も
の
と
す
る
l
と
の
措

屈
を
発
表
。



リ
ヤ
ー
ズ
・
ア
ン
ワ
ル
ラ
ジ
オ
・
パ
キ
ス
タ
ン

2
月
2
4
日
：
ヌ
ー
10
月
16
日
：
イ
ン
ド
で
ヒ
ン
デ
ィ
ー

（
弁
護
士
）
が
ム
ザ
ッ
が
Ra
vi
R
a
n
g
 
I財

ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
バ
語
百
科
事
典
刊
行
。

フ
ァ
ル
ガ
ル
で
Ja
s-
始。

ル
ワ
ー
ナ
が
、
マ
ス

hn
-e
 F
ar
id
開
催
．
バ
ン
ジ
ャ
ー
プ
中
等

ト
ゥ
ン
グ
で
E
i
l
u
m

1
9
6
0
 

以
降
、
定
期
的
に
開
教
育
局
が
6
釘
生
か

（
限
週
刊
新
聞
）
削

催
さ
れ
始
め
る
(2
年
ら
12
年
生
ま
で
バ
ン

刊．
ご
と
）
．

ジ
ャ
ー
ビ
ー
面
を
教

え
る
こ
と
を
許
叱

月
刊
誌
「
パ
ン
ジ
ャ
ー

ビ
ー
文
学
）
創
刊
。

8)
1 
17
 
r-9 
「
ウ
ル

リ
ヤ
ー
ズ
・
ア
ン
ワ
ル

2
月
21
日
：
ダ
y
カ
雑
誌
Ul
us
創
刊
。

会
議
で
プ
ラ
ー
ラ
ー
ホ
ー
ル
で
！
地
方
語
会
議
Ri
-

ドゥ
ー，
iti
の
父
I
ア
プ

が、
B
a
z
m
-
e
Sa
-

大
学
の
学
生
が
、
ペ
雑
誌
N
o
k
e
e
n
D
a
u
r
 

フ
ィ
ー
語
の
認
知
を
g1
on
al
 L
a
n
g
u
a
g
e
s
 C
on
fe
re
nc
e
」

19
61
 
ド
ウ
ル
・
ハ
ク
没

qa
fa
t
を
結
成
し
、
ム

ン
ガ
ー
リ
ー
語
の
創
刊
．

要
求
。

開
催

(1
87
5 
-
)
 

ル
タ
ー
ン
で

ロ
ー
マ
字
に
よ
る
表
Ba
lo
ch
i 
A
c
a
d
e
m
y
 

K
h
w
a
j
a
 
Fa
ri
d 

記
に
は
耐
え
ら
れ
な
ク
エ
ッ
タ
に
創
設
。

Co
nf
er
en
ce
|）
削催
。

い
と
し
て
デ
モ
行
進
．

Si
nd
hi
 
D
a
y
ス
ィ
ン

雑
誌
H
a
q
Al
la
h
創

II
月
6
日
：
ア
フ
マ
S
a
h
u
 L
,
k
u
n
k
o
 M
a
-

3
月
1
日：
19
62
年
磁
法
発
布

19
62
 

デ
ィ
ー
協
会
，
没
立

刊
(1
96
5
年
に
休

ド
・
ヤ
ー
ル
・
ハ
ー
rk
a
設
立

(1
97
1
年
に
ス
ィ
ン
ド

刊）
ン
釈
放
。

学
研
究
所
と
改
称
）
．

ー
13
5
ー

メ
ヘ
ル
・
ア
プ
ド
ゥ
4
月
6
日
Pu
nJ
ab
,

Pa
ra
n
結
成

1
月
4
日
：
イ
ン
ド
で
、
タ
ミ
ル
語
百

ル
・
ハ
ク
が
サ
ラ
ー
G
「o
u
p
o
f
 t
he
 W
n
t
-

科
事
典
11
行．

エ
キ
ー
，
治
研
究
で
博
er
s 
Gu
il
d 
i'
，
動
禁

3
月
：
中
国
と
国
坑
協
定
。

19
63
 

士
論
文
提
出
。

ll
：
処
分

ハ
イ
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
て

Sa
ra
ik
i 
Co
nf
er
-

en
ce
開
催
．

12
月
．
ラ
ジ
オ
・
パ
バ
キ
ス
タ
ン
ltI
営
テ
レ
ビ
が
放
送
開

キ
ス
タ
ン
の
プ
ラ
ー
始．

フ
ィ
ー
甜
放
送
が
45
バ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
が
地

分
間
に
拡
大
．

域
朋
発
協
）
J機
構
(R
eg
io
na
l
C
o
-

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
部
op
er
at
io
n 
fo
r 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
)
結

19
64
 

族
広
報
出
版
局
が

プ
ラ
ー
フ
ィ
ー
語
を
地
成。

l
 

I
 

方
語
と
し
て
i炉
I。

ス
ィ
ン
ド
州
ラ
ー
ル

カ
ー
ナ
に
Br
ah
u,

As
so
ci
at
io
n 
W
a
r
a
 

ぅ"n
x-

)•
I9.

• 

Pu
nj
ab
i 
Gu
il
d
が

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
1
月
：
初
の
大
統
領
選
卒

I| 
雑HJ
誌
La
hr
an
を
創

祁
族
／
よ
報
J5)
が
月
1
月
2
6
1・1 
・
ィ
ン
ド
で
公
用
語
法

刊
誌
Ul
us
(l
rJ
FJ
. 
施
行
。
マ
ド
ラ
ス
を
中
心
に
各
地
で

19
65
 

3
月
2
8
[I・
ラ
ジ
オ
・
反
ヒ
ン
デ
ィ
ー
,ll
瀑
動

パ
キ
ス
タ
ン
（
ク
エ
ッ
9
月
6F
I
第
＿
．
次
印
パ
戦
争

夕
局
）
で
プ
ラ
ー

フ
ィ
ー
甜
に
よ
る
詩

会
を
放
送
。



ス
ィ
ン
ド
大
学
の
学
生
が
、

2}
1 
シ
ェ
イ
フ
・
ム
ジ
一

7)
J 
7
 [l 
Br
ah
ui
 
Ac
ad
-
イ
ン
ド
で
言
研
州
1li
編
必
施
。

教
行
註
，
i｛
iと
し
て
ス
ィ
ン

プ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
が
i6
瑣

e
m
y
 P
ak
is
ta
n
ク
エ
ッ
タ
に

デ
ィ
ー
品
を
採
Jlj
す
る
よ
う

Fl 
Iを
1足
示
。
叫
文
化
さ

＇,以
,,
A』
L．
。

要
求
し
、
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ

Br
ah
ui
 
Ad
ab
i 
Bo
ar
d
が

II 
I4j
紙
が
こ
れ
を
支
持
。

の
中
で
ベ
ン
ガ
ー
リ
ー
'i/i
I
 

I
 

Br
ah
ui
 A
da
h,
 D
e
e
w
a
n
と
I|
 

|
 

お
よ
び
文
化
の
保
護
を

改
名
．

19
66
 

'l¥!
求。

2
H
 
ダ
ッ
カ
rli
内
の
表

札
や
行
板
、
ポ
ス
タ
ー
、

,Ii
街
名
表
ぷ
に
ペ
ン

ガ
ー
リ
ー
，
語
／
吏
1月
を
増
や

す
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

:J
Jl
 
4
[」
：
ハ
イ
ダ
ラ
ー

11 
JI 
26
 J
-1
カ
ラ
ー

パ
ー
ド
管
区
行
政
官
が
、

チ
ー
で
Ba
lo
ch
St
u-

ス
ィ
ン
ド
大
学
の
学
生
話

de
nt
s 
Or
ga
n1
sa
t1
on
 

動
家
逮
捕
を
指
ぷ
．

結
成
。

II
月
30
IJ 
:
ズ
ル
フ
ィ

カ
ー
ル
・
ア
リ
ー
・
プ
ッ

|13
6| 

19
67
 

ト
ー
が
パ
キ
ス
タ
ン
人
民

党
結
成
。

イ
ン
ド
で
、
憲
法
第
35
1
条

第
8
別
表
に
重
要
言
語
の

1つ
と
し
て
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
品

が
辿
／
Jll
さ
れ
る
。
（第
21

次
改
JL
)

束
パ
キ
ス
タ
ン
学
生
辿

l/
-1
81
J 
イ
ン
ド
で
改
ii
召
イ
ン
ド
公
用

盟
が
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
・
ハ
ー

,{{j
法
制
定

ン
体
制
に
反
抗
し
、
教

19
68
 

育、
ff]
法
、
行
政
面
で
ベ

ン
ガ
ー
リ
ー
語
の
使
川
を

要
求
。

G
M
サ
イ
イ
ド
が
、
ス
ィ
ン
ド

連
邦
政
府
の
教
育
方
針

:l
/1
 
25
日
：
戒
厳
令
発
令
．
ャ
ヒ

絞
•
戦
線

(S
in

dh
に
反
対
し
、
Pu
nj
ab
i

ヤ
ー
・
ハ
ー
ン
将
軍
が
政
権
掌
握
。

Un
it
ed
 F
ro
nt
)
結
成
。

Ad
ah
, 
Sa
ng
at
が
初
等

ス
ワ
ー
ト
王
国
を
バ
キ
ス
タ
ン
に
併
合
．

教
育
段
階
で
バ
ン
ジ
ャ
ー

19
69
 

ピ
ー
語
に
よ
る
教
育
を
投

求
す
る
詑
出
を
捉
出
．



19
70
 

総
選
半
参
加
の
た
め
、
ス
ィ
2
月
：
パ
ハ
ー
ワ
ル
Pu
nJ
ab
, 
Ad
ab
, 
12
月
30
日
ム
ジ
一
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン

6
月
30
日
：
「
ワ
ン
・
ユ
ニ
ッ
ト
」
廃
止
．

ン
デ
ィ
ー
民
族
戦
諒
(S
m-

プ
ー
ル
統
—
ー
戦
線
Le
ag
ue
が
兜
ク
ル
プ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
が
が
正
式
に
バ
キ
ス
タ

12
月
7
日
：
初
の
総
選
挙
実
施
。

dh
t 
A
w
a
m
,
 M
ah
az
)
結
が
、
バ
ハ
ー
ワ
ル
ア
ー
ン
を
バ
ン
ジ
ャ
ー
演
説
を
行
い
ペ
ン
ン
の
州
と
な
る
。

党。
プ
ー
ル
の
パ
ン
ビ
ー
詔
に
翻
訳
。
ガ
ー
リ
ー
民
族
の
利

7
月
：
ス
ィ
ン
ド
大
学
で
ジ
ャ
ー
プ
州
へ
の
1Jt
雑
誌
1バ
ン
ジ
ャ
ー
プ
益
の
た
め
、
ペ
ン
ガ
ー

！
ス
ィ
ン
デ
f
―
'
術
を
学
内
合
を
決
定
し
た
こ
と
に
の
が
J創
刊
。

リ
ー
語
・
文
化
兌
展

公
Jll
,ir
iと
し
て
採
択
す
る
l
対
し
抵
抗
を
始
め
、
3

の
た
め
、
1:1
1t1
に
表

と
の
決
ぶ
を
採
択
．

月
に
は
揺
5
行
ら
が

現
す
る
よ
引
乍
家
ら
に

12
 
/l
・
ス
ィ
ン
ド
州
教
育
追
捕
さ
れ
る
。
こ
れ

要，
hり。

省
巾
・
沿
；
等
教
育
局
が
を
受
け
、
12
月
の
選

!I,
.j
内
の
公
Ill
話
を
ス
ィ
ン
学
で
は
バ
キ
ス
タ
ン

|
 

デ
ィ
ー
語
と
す
る
。
19
71
人
民
党
が
圧
勝
。

！
 

-
7
2
年
度
よ
り
ウ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
ジ
オ
・
パ
キ
ス
タ
ン

i
 

,i{}
を
屈
，
ifi
と
す
る
も
の
に
の
ム
ル
タ
ー
ン
局
が

対
し
て
も
平
易
ス
イ
ン
開
局
し
、
サ
ラ
ー
エ

デ
ィ
ー
品
を
必
修
科
目
と
キ
ー
拍
放
送
llfl
始。
li
 

す
る
lと
の
決
滋
を
採
択
。

19
71
 

!J
I:
,J
J/
i
紡）
'ft
19
70
 
パ
ハ
ー
ワ
ル
プ
ー
ル

Pa
sh
to
 
A
c
a
d
e
m
y
 

3
月
26
n
：
東
パ
キ
ス
タ
ン
が
、
パ
ン
グ
ラ
デ

|1
37ー

年
の
決
議
に
対
す
る
ム
藩
―
［
国
が
バ
ン

,そ
以".;

'L•
·。

シ
ュ
人
民
共
和
国
と
し
て
独
立
を
宜
言
。

ハ
ー
ジ
ル
の
抵
抗
激
化
．
ジ
ャ
ー
プ
州
に
併
合

12
月
3
n
：
第
ぶ
次
印
パ
戦
争
。
ヤ
ヒ
ヤ
ー
・

ス
イ
ン
デ
ィ
ー
民
族
も
さ
れ
る
。

ハ
ー
ン
将
軍
（
大
統
領
）
が
、
ズ
ル
フ
ィ
カ
ー

I
 
N
o
n
 
Sm
dh
1s
l 
Le
ar
n 
ム
ル
タ
ー
ン
の
Sa
ra
-

ル
・
ア
リ
ー
・
プ
ッ
ト
ー
P
P
P
党
首
に
政
権

Si
nd
hi
 o
r 
le
av
e 
S
m
d
h
 I
 ik
i 
A
c
a
d
e
m
y
に
よ

委
汲
．

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

る
週
刊
誌
Ak
ht
ar

ス
ィ
ン
ド
学
研
究
所
が
ス
ィ
が
休
l1J
。

ン
ド
人
学
内
に
1月
，没
。

7
1
J
7
日
：
ス
ィ
ン
ド
州
滋

会
が
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
を
州

の
公
111
,if
f
に
決
定
。

|
 

19
72
 

7
 JI

『
i、
i{i
紛
'
(
,

Ba
ha
wa
lp
ur
 P
「o
v-

ア
ミ
ー
ル
ザ
ー
ダ
・

1J
I 
炎
述
・J11
か
ら
脱
退
。

7
 II 
ス
ィ
ン
ド
州
月
l・，J
i
令
m
c
e
 M
o
v
e
m
e
n
t
が

ハ
ー
ン
北
II出
辺
税
州

1
月
II
LI
:
ズ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
・
ア
リ
ー
・

採
択
iス
ィ
ン
デ
ィ
ー
，
沿
お
ド
火
に
な
り
代
わ
っ

教
弁
相
が
州
の
公

プ
ッ
ト
ー
大
統
領
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
問

よ
び
ウ
ル
ド
ゥ
ー
品
を
4
年
て
Sa
「a
1k
1
M
o
v
e
-

"1
9i
/R
を
ウ
ル
ド
ゥ
ー

し、
1バ
シ
ュ
ト
ゥ
ニ
ス
タ
ー
ン
9li
'，I
題
を
討
議
。

牛
か
ら
12
年
生
ま
て
の
必
me
nt
 I}
り始
．

品
と
す
る
決
定
。

7
月
2
[
1
:
第
＿
ぶ
欠
印
パ
戦
’ft
戦
後
処
El
！で

j冬
科
ti
と
す
る
11
;絃
法
に

シ
ム
ラ
ー
合
政
成ヽ
:
,
;
。

従
i
¥
、
政
府
は
裁
判
所
お

よ
び
議
会
を
含
む
政
府
各

機
関
で
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
を

柏
極
的
に
Ill
い
る
た
め
、

各
種
の
準
{iii
を
行
う
も
の
と

す
る
：



19
73
年
速
法
で
ウ
ル
ズ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
・
ア
リ
ヤ
ー
ズ
・
ハ
ー
シ
ュ

8
月
14
日：
19
73
年
忽
法
施
行
。

19
73
 
ド
ゥ
ー
語
の
固
語
化
が
明
リ
ー
・
ブ
ッ
ト
ー
氏
、
首
相
ミ
ー
が
パ
ハ
ー
ワ
ル

文
化
さ
れ
る
。

に
就
任
。

プ
ー
ル
で
、
Si
ra
ik
i

S
u
b
a
M
a
h
a
z
結
成
。

G
M
サ
イ
イ
ド
が
！
ジ
ャ

11 
N
 2
4
日
．
パ
キ
ス
タ
ン
T
V
ク
エ
ッ
タ
屈
放
送
開
始
。

9
月
イ
ン
ド
と
の
国
交
正
常
化
へ
。

1
9
7
4
 

エ
・
ス
ィ
ン
ド
迎
動
1構
想

を
概
説
し
た
A
na
ti
on
 i
n 

ch
ai
ns
を
出
版
．

3
月
14
~
 16
日．

2
月
10
日
．
バ
キ
ス

部
族
広
報
局
が
月

ム
ル
タ
ー
ン
で
Sa
ra
-

タ
ン
政
府
が
N
A
P

l.4J
誌
A
w
a
a
l
創

ik
i 
A
da
bi
 
Co
nf
er
-

の
活
動
禁
止
を
宣

刊
。
→
19
79
年
ま

en
ce
 
r,り
催。
また
、

と口
ヒ
o
 

で．
カ
ラ
ー
チ
ー
で
は

II
月
6
日：
N
A
P
活

ス
イ
ン
ド
州
ダ
ー

19
75
 

Sa
ra
ik
i 
Sa
ng
at
開

動
禁
止
処
分
を
受

ド
ゥ
ー
に
出
版
社

催
。
と
も
に
i[
：1
}
法

け
、
N
a
t
i
o
n
a
l

Br
ah
ui
 
Pu
bl
ic
a-

を
捉
案
し
、
細
か
い

De
mo
cr
at
ic
 
Pa
rt
y 

ti
on
s
設
立
。

I
 

相
追
点
は
あ
っ
た
も

結
成
。

の
の
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字

ナ
ス
フ
体
を
採
用
す

る
こ
と
で
一
致
．

|13
8

—
 

1
9
7
6
 

バ
キ
ス
タ
ン
1玉
l営
テ
レ
ビ
が
カ
ラ
ー
放
送
開
始
。

6
月
II
日
全
バ
キ
ス

月
刊
誌
1パ
ロ
ー

3
月
31
日
・
ク
エ
ッ

タ
ン
・
ム
ハ
ー
ジ
ル
学
生

チ
ー
l
復
刊
(1
98
1

タ
に
［
パ
キ
ス
タ
ン
・

19
78
 
機
構
(
A
P
M
S
O
)
設
立
。

年
ま
で
）

プ
ラ
ー
フ
ィ
ー
文
学

協
会
(B
ra
hu
,
A
d
a
-

bi
 
So
ci
et
y 
Pa
k,
-

st
an
)
」
設
立
。

国
立
言
,m
局
(N
at
io
na
l

ミ
ヤ
ー
ン
・
サ
ー
ジ
ド

4
月
19
U
 ・
パ
ロ
ー

2
月
：
イ
ス
ラ
ー
ム
)fl]
法
芍
入
．

L
a
n
g
u
a
g
e
 
Au
th
on
ty
) 

が
サ
ラ
ー
エ
キ
ー
会

チ
指
i与
者
ら
が
N
a
-

4
月
ズ
ル
フ
ィ
カ
ー
ル
・
ア
リ
ー
・
プ
ッ
ト
ー
前

9i以n
．1
1上．
.
 

議
を
IJIJ
催。

ti
on
al
 
De
mo
cr
at
ic
 

首
相
処
刑
。

Pa
rt
y
を
脱
退
し
、
パ

12
月
25
El
：
ソ
連
ill
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵

ロ
ー
チ
と
バ
シ
ュ

攻
開
始
．

1
9
7
9
 

ト
ゥ
ー
ン
の
政
治
辿

ア
プ
ー
ル
・
ア
ー
ラ
ー
・
マ
ウ
ド
ゥ
ー
デ
ィ
ー
（
ジ
ャ

合
が
終
焉
．

マ
ー
ア
テ
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
創
設
者
）
没
．

6
月
1
日
：
ミ
ー
ル
・

I
 

ゴ
ウ
ス
・
パ
フ
シ
ュ
・

ピ
ゼ
ー
ン
ジ
ョ
ー
が

Pa
ki
st
an
 
Na
ti
on
al
 

Pa
rt
y
結
成
。

4
月
25
日
：
ハ
イ
ダ
ラ
ー

パ
ー
ド
で
開
佃
さ
れ
た
全

1
9
8
0
 

ス
ィ
ン
ド
教
育
会
議
で
、

Si
nd
h 
G
「a
du
at
es
As
-

so
c,
at
,o
n
創
立
。



3
月
：
季
刊
Sa
ng
at
国
勢
調
査
実
施
。

創
刊
。
(B
ra
hu
i

19
81
 

Pu
bl
ic
at
io
ns
 
Fa
re
-

cd
ab
ad
)
→
19
90
年

ま
で
．

ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
知
識

者
層
が
、
中
央
政
府

1
9
8
3
 

に
対
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム

と
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
1関

連
づ
け
て
考
え
な
い

よ
う
要
求
．

3
月
：
政
党
M
Q
M

3
月
5
日
f新
サ
ラ
ー

4
月
：
ク
エ
ッ
タ
の
「
バ

設
立
。

エ
キ
ー
州
戦
線
」
削

キ
ス
タ
ン
・
プ
ラ
ー

6
月
18
n
 
iE
式
に

立
（
政
治
団
体
）

フ
ィ
ー
文
学
協
会

1
9
8
4
 
活
動
開
始
。

(B
ra
hu
i 
Ad
ab
i 
So
-

詩
人
フ
ァ
イ
ズ
・
ア
フ

ci
et
y 
Pa
ki
st
an
)」

マ
ド
・
フ
ァ
イ
ズ
没

が
、
季
刊
D
e
T
i
k
創

(
1
9
1
0
~
）。

刊
。
→
5
季
で
廃
刊
。

11
月
7
日
ラ
ー
ジ
ャ
1月
2
日
：
パ
ン
ジ
ャ
ー

ア
タ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
・
メ
ー

12
月
3
0
日
：
戒
厳
令
撤
廃

ン
プ
ー
ル
で
Sa
ra
ik
i
ピ
ー
語
話
者
憲
章

ン
ガ
ル
が
Si
nd
h
Ba
l-

ー
13
9
ー

19
85
 

L
o
k
 S
an
jh
設
立
。
(C
ha
rt
er
 
o
f
 
th
e 

oc
h 
Pu
sh
tu
n 
Fr
on
t 

そ
の
後
各
地
に
支
部
Pu
nJ
ab
i-
sp
ea
ki
ng
 

結
成

を
設
肘
。

pe
op
le
~
こ
13

9
名
が

署
名

Sh
ag
ir
d 
Sa
nj
h 
4
月
：
ラ
ホ
ー
ル
で

月
刊
誌
「
バ
ロ
ー
チ
ー
l

1
9
8
6
 

創
設

パ
ン
ジ
ャ
ー
ピ
ー
会

ク
エ
ッ
タ
か
ら
再
復
刊

議
開
催

|
 

Si
ra
ik
, 
L
o
k
 T
a
m
a
s
-

パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
大
パ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン

ha
が
ム
ル
タ
ー
ン
で

学
に
パ
ロ
ー
チ
ー
語
学
学
に
バ
シ
ュ
ト
ー
語
学
大
学
に
プ
ラ
ー

初
め
て
演
1尉
lを
I:

修
士
課
程
開
設
。

修
士
課
程
開
設
。
フ
ィ
ー
語
学
修
士
課

演。
4
月
2
2
H
ペ
シ
ャ
ー
程
開
設
。

A
w
a
m
1
 
Na
ti
on
al
 

ワ
ル
で
世
界
バ
シ
ュ

19
87
 

Pa
rt
y
が
サ
ラ
ー
エ

ト
ー
会
滋
開
催
。

キ
ー
語
支
部
を
設

阻。 タ
ー
ジ
・
ラ
ン
ガ
ー
が

サ
ラ
ー
エ
キ
ー
州
戦

線
総
裁
に
就
任
。

19
73
年
憲
法
で
定
2
月
2
n
・
ジ
ャ
ー
ム
バ
ハ
ー
ワ
ル
プ
ー
ル

8
月
17
日
：
ズ
イ
ヤ
ー
ウ
ル
・
ハ
ク
大
統

め
た
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
シ
ョ
ー
ロ
ー
で
ス
ィ
ン
州
戦
線
(B
ah
a-

領
事
故
死
。

公
Itl
語
化
期
限
。
中
デ
ィ
ー
文
学
会
滋
1m
wa
lp
ur
 
S
u
b
a
 
M
a
-

II
月
総
選
挙
で
、
ペ
ー
ナ
ズ
ィ
ー
ル
・

19
88
 
央
政
府
は
祈
た
な
、
訂
催
。
ス
ィ
ン
ド
州
内
の
ha
z)
が、
rサ
ラ
ー
エ

プ
ッ
ト
ー
率
い
る
バ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
が
圧

語
政
策
を
明
ホ
せ
教
員
は
全
員
ス
ィ
ン
キ
ー
州
J
設
四
に
反

勝．
ず。

デ
ィ
ー
語
の
知
識
を
対
を
表
明
．

有
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
の
決
議
を



採
II
」ヽ
o
i
 

l
 
|
 

i
 

G
M
サ
イ
イ
ド
ら
が
、

送
米
で
の
滋
席
獲

得
を
目
指
し
、
政
党

iス
ィ
ン
ド
民
族
戦
線

(S
in
dh
 
Na
ti
on
al
 

Fr
on
t)
!
結
成
。

12
)•

l.
」
：
院
砕
別
委
且
会
に
！
ス
ィ
ン
ド
平
和
Sa
ra
ik
1 
Tr
im
1t
 
Sa
nJ
h 
2/
J3
EJ
：
パ
ン
ジ
ャ
ー

季
刊
D
e
Ti
k
復
2
月
15
日
・
ソ
連
1
［
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

友
好
釦
訂
提
出
．
ス
ィ
ン
ド
州
の
公
用
語
と
（
サ
ラ
ー
エ
キ
ー
女
性
協

ピ
ー
語

I」
•I1

)紙
Sa

j-
刊—

••
19
91
年
ま
で
ン
か
ら
撤
退
。

し
て
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
と
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
両
方
会
）
創
設
。

Ja
n
創
刊
．
→
19
90

継
続
。

を
認
め
、
州
l村
の
教
育
機
関
で
は
ど
ち
ら
も
教
3
月
6
1
3
:
タ
ー
ジ
・
ラ
ン
年
IO
月
廃
l1J
。

1
9
8
9
 
え
る
、
13
常
生
活
に
両
言
語
が
J廿
い
ら
れ
る
よ
ガ
ー
が
Pa
ki
st
an
Sa
ra
-

う
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
溝
じ
て
い
く
、
な
ど
と
す
る
内
1k
i 
Pa
rt
y
設
立
。

容． イ
ン
ド
で
イ
ン
ド
・
ス
ィ
ン
ド
学
研
究
所
が
設

立
（
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
ダ
ー
ム
）
。

|14
0
ー

I| 
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
合
語

T
h
e
 
Ba
lo
ch
is
ta
n 
Pa
kh
tu
ne
 
L1
kw
al
 

10
月
2
4
日
：
第
丘
回
総
選
挙
（
第

）
；
；
；
設
立
．
ス
イ
ン

M
o
t
h
e
r
 T
o
n
g
u
e
 U
s
e
 
設
立

一
次
ナ
ワ
ー
ズ
・
シ
ャ
リ
ー
フ
政
権
樹

デ
ィ
ー
語
で
の
専
門

Bi
ll
、
N
o
6
 o
f
 1
99
0 

守．）
川
語
設
定
に
向
け

を
州
議
会
に
提
出
。
パ

活
動
l}
り始
。

ロ
ー
チ
ー
語
な
ど
を
店

5
月
2
7
日
：
ハ
イ
ダ

礎
教
育
段
階
で
教
育

I
 

1
9
9
0
 

ラ
ー
パ
ー
ド
市
の
バ
ッ

言
語
と
す
る
と
い
う
内

カ
ー
・
キ
ラ
で
警
官

容
の
法
案
．

隊
（
主
と
し
て

M
Q
M
)
と
武
装
グ

ル
ー
プ
が
衝
突
し
、

軍
が
出
動
。

小
学
校
で
パ
ン

P
e
s
h
a
w
a
r
 
Ad
ab
, 

19
91
 

ジ
ャ
ー
ビ
ー
語
の
授
I

I
 
Ji
rg
a
設
立

業
開
始
。

6
月
．
ス
ィ
ン
ド
州
の
治
安
悪
化
を
理
由
に
軍
5
月
6
日
ピ
ハ
ー
リ
ー
の

地
域
語
(L
oc
al
La
n-

部
が
出
動
し`
M
Q
M
（
ア
ル
タ
ー
フ
派
）
の
テ
サ
ラ
ー
エ
キ
ー
語
地
域

gu
ag
es
)
を
州
内
の
教

ロ
活
動
を
鎖
1王
(O
pe
ra
ti
on
Cl
ea
n-
Up
)
。
へ
の
移
住
に
反
対
し
、

育
機
関
で
選
択
科
目

II 
H
:
イ
ン
ド
・
ス
ィ
ン
ド
莫
研
究
所
が
、
非
Al
l-
Pa
rt
ie
s 
Sa
ra
1k
1 
Al
-

と
す
る
こ
と
を
州
滋
会
I
 

1
9
9
2
 
定
住
イ
ン
ド
人
ら
向
け
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
初
等
li
an
ce
結
成
。

が
決
定
。
→
地
域
語

教
行
施
没
を
開
設
．

を
党
ぶ
こ
と
が
孤
立
化

！
 

に
結
び
つ
く
と
し
て
、
親

が
反
対
。

l
 n
 29
 
ll 
：
四
K9
1
 

I
 

I
 
|
 

S
u
b
a
M
a
h
a
z
が
Si
ra
ik
i

19
93
 

Na
ti
on
al
 P
ar
ty
へ
党
名

変
更
。



|14
1
ー

イ
ン
ド
で
国
立
ス
イ
ン

I
 

i
 

デ
ィ
ー
語
普
及
協
会
(N
a-

19
94
 

uo
na
l 
Co
un
ci
l 
fo
r 
Pr
o-

mo
ti
on
 
of
 S
in
dh
i 
La
n-

gu
ag
e 
N
C
P
S
L
)
設
立
。

19
9S
 

G
M
サ
イ
イ
ド
死
去

19
97
 

I
 

19
98
 

1
9
9
9
 

I
 
I
 

2
0
0
0
 

l
 
l
 

I
 

I
 

I
 
：
 
I
 

I
 
2
0
0
1
 

|
 

|
 
i
 
2
0
0
2
 
I
 

!
 

|
 

I
 

1
月
・
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
言
語

10
月
：
バ
ロ
ー
チ
ー
・
ア
カ

局
が
、
ス
ィ
ン
デ
ィ
ー
語
の
コ

デ
ミ
ー
で
パ
ロ
ー
チ
ー
語
正
宙

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
関
す
る

法
に
関
す
る
会
議
開
催
。

2
0
0
3
 

会
議
開
催
。
イ
ン
ド
で
、

I
 

N
C
P
S
L
主
催
に
よ
る
ス
ィ

ン
デ
ィ
ー
語
通
用
地
域
を

め
ぐ
る
ツ
ア
ー
実
施
。
各
地

で
の
現
状
を
視
戻

4
月
ウ
ル
ド
-
"
.
.
I
 
|
 

I
 
I
 

2
0
0
4
 
，
浮
滋
会
が
教
脊
省
直
轄

I
 

機
l~

Iと
な
る
。

(i
t)
分
離
独
立
後
の
表
に
含
ま
れ
る
項
目
で
特
に
国
名
表
記
が
な
い
も
の
は
、
バ
キ
ス
タ
ン
で
の
事
項
で
あ
る
。

参
考
文
献 臼
田
雅
之
•
佐
藉
宏
・
谷
口
晉
苫
編

加
賀
谷
窃
•
浜
口
恒
夫

辛
島
昇
編

19
93
『
も
っ
と
知
り
た
い
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
．
l
弘
文
堂

19
77
. 
I`
南
ア
ジ
ア
現
代
史
］
］
（
世
界
現
代
史
］
0』
山
川
出
版
社

20
04
_ 
r南
ア
ジ
ア
史
（
新
版
世
界
各
国
史
7)
』
山
川
出
版
社

ク
エ
ッ
タ
で
国
際
プ
ラ
ー
10
月
6
日
第
六
回
総
選
挙
（
第
二
次
ペ
ー
ナ
ズ
ィ
ー

フ
ィ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
．
ル
・
プ
ッ
ト
ー
政
権
樹
立
）
。

10
月
9-
II
日
：
Na
ti
on
al
Co
nf
er
en
ce
 o
f
 W
ri
te
rs
 

開
催
．

2
月
3
日
・
第
七
回
総
選
挙
（
第
二
次
ナ
ワ
ー
ズ
・
シ
ャ

|
 

リ
ー
フ
政
権
樹
立
）
．

8
月
14
日
：
建
国
5
0
周
年

季
刊
D
e
T
i
k
再
復
刊
（
編
国
勢
調
査
実
施
．

集
ア
フ
ザ
ル
・
ム
ラ
ー
ド
）
5
月
2
8
、
31
日
：
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
内
で
地
下
核

実
験
実
施
。

10
月
12
日
：
ム
シ
ャ
ッ
ラ
フ
陸
軍
参
謀
長
に
よ
る
軍

I
 

事
政
変
。

I
O
月
15
日
：
非
常
事
態
官
言
。
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Chronology on the "language movements" in Pakistan 

MAMIYA Kensaku* 

Pakistan became independent from British Raj on August 14th 1947. After the 

independence, the Government of Pakistan started to try to make Urdu the National 

language. Although Urdu is the mother tongue for only seven percent of the total 

population, it is widely used and understood in Pakistan, particularly by immigrants from 

India, without any particular regional preferences. Since other languages in Pakistan such 

as Punjabi, Sindhi etc. had clear linkages with specific regions or ethnicities so that 

choosing one language as National language may have caused regional or ethnic conflicts, 

the officials at Independent Pakistan thought Urdu could avoid such conflicts and represent 

the "Pakistani identity". 

The Constitution of 1973 declared Urdu as "National language" of Pakistan and said 

that Urdu should become official language before 1988. More than 80% of the population 

can understand Urdu other than their mother language at present. However Urdu is not an 

official language yet. The federal government has been unable to submit any policy to 

achieve this objective and English is still widely used in the government documents. In 

short Urdu is functioning as the liaison language in Pakistan. 

On the other hand, the existence of different languages and gaps in social and 

＊
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economic status among different language speaking groups have resulted in the struggle for 

their identity defined by the ethnicity or language. For example, Sindhis in Sindh province 

has been claiming autonomy using Sindhi language as a symbol of their identity against 

Urdu speaking Muhajirs. Muhajir who started to live in Sindh province such as Karachi and 

Hyderabad based on the federal government's policy after independence became powerful 

in the fields of politics and economy of the country. Sindhis regarded Muhajirs as invaders 

to their homeland ・ "Sindh". They started acting against Muhajirs and the federal 

government calling that Sindh should belong to Sindhis. G.M.Syed is regarded as one of 

prominent personalities for this movement in Sindh. His movement was called "Jaye 

Sindh". 

The following chart shows the chronology of the language movements in Pakistan 

including West Bengal now called Bangladesh. As seen above, each language has its own 

history of struggle for the identity. I hope that this chart will help understanding the 

movements and their backgrounds of the nations living in Pakistan. 
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